































同文書院第 13 期生）の半生を話されたo 靖氏は
32 歳の若さで亡くなってしまうが、「大旅行j で
持空手勢芳野センター高木秀和
巡ったルートと、ゃなせたかし氏が戦時中に徴兵
されて訪れた場所が中国東海岸（樹江省など）と
いうことでほぼ閉じであり、ゃなせ氏は亡き父親
に引き寄せられたと感じたという。そのようなこ
とから「縁j や「運命J という言葉を強調され、
最近のやなせ氏は講演を頼まれるたぴに病気療養
中のために来られないことが多いが、この福岡で
の講演会にはやって来ることができたという意味
で、来場した聴講者との「縁J を感じられた。
さらに話は「アンパンマン」の誕生へと移った。
ゃなせ氏は大陸に出征されたが、暴行や略奪など
の「悪魔J の行為は決してしなかった。しかし、
戦争が終わってみれば日本軍は「悪魔」であり、
何が「正義」なのかが分からなくなった。また、
徴兵中に一番辛かったことは飢えであり、「正義」
とはまず鍛えた人を助けることから始まると考え
た。そこで、お腹のすいた子どもに自分の顔の一
部を取って差出す「正義」のアンパンマンが生ま
れたのであった。
しかし、アンパンマンを絵本作品にした当初は
大人たちの評判が悪く、まわりの対応は冷淡その
ものであった。けれども、それを読む子どもたち
は夢中であり、それを知った大人たちはガラリと
その態度を変えたのだった。テレビアニメ化の際
にも資金の制約や視聴率の取れない時間枠に押し
込められたが、子どもたちがいるお茶の間の人気
者になった。ゃなせ氏は、「質が良ければどんな
劣悪な条件でも大衆は認める」と語った。
201 
講演の後半部分は、米寿祝いに作った歌や、「ア
カシヤの木の下の犬J というタイトルの物語を歌
とイラストで披露し、互いの欠点を認めながら生
きていく社会の大切さや、人生の短きやはかなさ
を語った。そしてやなせ氏は、たくさんの痛気を
しながらも、生がある限りは一生懸命何かに取り
組むことにし、それを人に喜んでもらうことに定
めた。人を喜ばせることが自分の喜びであり、自
らの歌や絵を見聞きした人が「面白い」や「楽しいJ
という感想を持ってくれることでやなせ氏自身も
喜ぶ。だから人は、「喜ばせごっこで生きているJ
という考えに達した。
このようなゃなせ氏の姿勢は、終始講演の間で
みられ、御高齢で病身でありながらも全身で聴講
者を楽しませようとしてくれた。講演の最後に、
ゃなせ氏は分かりやすく明断な言葉で伝える表現
力の大切さを語ったが、同氏の聴衆にストレート
に分かりやすく訴えかけるという長けた表現力が
われわれを「ゃなせワールドJ に引き込み、あっ
という聞に講演が終わったのだった。
追記本年報内にやなせ氏の講演のテープ起こし
が収録されている。あわせてご覧いただきたい。
ゃなせ氏の講演に聞き入る聴衆たち
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